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【手続補正書】
【提出日】平成19年12月11日(2007.12.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１６】
　前記第２逆ガンマ補正部は、前記第１逆ガンマ補正部より高いガンマ値を用いて逆ガン
マ補正することを特徴とする請求項１５記載のプラズマディスプレイパネルの駆動装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２２】
　前記誤差拡散フィルターは、前記第１キャリー信号と前記選択されたディザ値をＡＮＤ
演算して前記第２キャリー信号を発生させることを特徴とする請求項２１記載のプラズマ
ディスプレイパネルの駆動装置。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２８】
　前記マスク制御部は、
前記垂直同期信号をカウントした信号により、前記ディザマスクテーブルが前記フレーム
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別に異なる該当階調のディザマスクパターンをトグルしながら選択するように指示するこ
とを特徴とする請求項２７記載のプラズマディスプレイパネルの駆動装置。
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